
武徳元年の動乱：唐代建国のうねりと群雄の命運 

隋という旧秩序が腐臭を放ちながら崩壊し、李淵（高祖）によって「唐」が産声を上げた武

徳元年（西暦618年）。それは、隋の衰退という残滓が漂う中で、唐という猛虎の咆哮が大

地を震わせ始めた黎明の年でした。しかし、長安に拠点を置いたばかりの新王朝を待ってい

たのは、四方から牙を剥く群雄たちの冷徹な視線です。唐が「唯一無二の正統」となるの

か、あるいは泡沫の勢力として消え去るのか。歴史の巨大なうねりが、ここから始まりま

す。 

武徳元年の勢力図：長安を囲む四面楚歌 

勢力名（指導者）,拠点の地域,特徴・状況 

唐（李淵）,長安,隋から禅譲を受け建国。地盤はまだ不安定な新興勢力。 

薛仁果,秦州・隴西,「西秦」を称した薛挙の跡を継ぐ。武勇に優れる西方最大の脅威。 

李軌,涼州（河西）,「涼王」を自称。当初は唐と結ぶが、後に皇帝を称する。 

王世充,洛陽（東都）,隋の残存勢力を掌握。変幻自在の策略で東方に君臨。 

李密,洛口倉・黎陽,巨大な食糧基盤を持つ「魏」の盟主。中原を揺るがす英雄。 

（次のセクションへの橋渡し：では、この四面楚歌の状況で、唐はどのように最初の大きな

脅威を排除したのでしょうか。） 

2. 西方の決戦：薛仁果の滅亡と秦王世民の知略 

唐にとって最初の試練は、西方の覇者・薛挙の死と、その子・ 薛仁果 との決戦でした。秦

王・ 李世民 は、浅水原の戦いにおいて、若き英雄とは思えぬほどの冷静沈着な「持久戦」

を展開します。 

李世民の勝利を決定づけた「方程式」 

李世民は、逸る諸将を沈黙させるために**「敢てたたかい戦をい言うもの者はき斬らん（敢

えて戦いを説く者は斬る）」**という峻烈な軍令を下しました。この冷徹な判断の裏には、

緻密な洞察がありました。 

● 「驕り」と「奮い」の逆転を待つ：  唐軍は直前の敗北で士気が萎縮していました

が、対する薛仁果の軍は連勝によって「驕り」の極みにありました。李世民は、敵

がその驕りゆえに疲弊し、味方の闘志が極限まで回復する瞬間を60日余り待ち続け

たのです。 

● 不意を突く「原北」からの進進撃：  敵が「唐軍は出てこない」と侮り、注意力が

散漫になった隙を突き、李世民は主力軍を率いて浅水原の北側から不意に姿を現し

ました。 

● 「破竹の勢い」による追撃の決断：  宗羅睺を破るや、李世民は「この勢いを逃し

てはならない」と、舅の竇軌の制止を「今こそ破竹の勢い、失うべからず」と一

蹴。逃げる敵を城下まで猛追し、薛仁果を降伏へと追い込んだのです。【地理解

説】涇州と浅水原  安定郡（今の甘粛省涇川県付近）に位置する要衝。浅水原での

勝利は、単なる地方勢力の撃破ではなく、首都・長安の西門を塞いでいた巨大な岩

を取り除いたことを意味しました。（次のセクションへの橋渡し：西方の憂いを断



った唐に対し、中原ではもう一人の英雄が、自らの驕りによって自滅の道を歩もう

としていました。） 

3. 英雄の黄昏：李密の敗北と唐への帰順 

「魏公」として中原に鳴り響いた 李密 。しかし、その栄光の影には破滅の種が蒔かれてい

ました。莫大な富を誇る 洛口倉 を占拠しながら、彼はその管理を疎かにし、天下の至宝で

ある米を泥土のように扱ったのです。 

洛口倉の惨状：天命が離れる予兆 

洛口倉から郭門に至るまで、溢れ出した米は数寸の厚さで地面を覆い、車馬に踏みにじられ

ていました。 「洛水十里、両岸の間、これを望むに皆白砂のごとし」 ――かつて民を養

うはずだった米が、十里にわたって白砂のように輝き、無残に捨て置かれる光景は、李密の 

regime（政権）から天命が去りつつあることを象徴していました。李密と王世充の対照的

な戦略| 比較項目 | 李密（魏公） | 王世充 || ------ | ------ | ------ || 精神性 | 

慢心：  連勝に酔い、敵を「旦夕に平らぐべし」と侮る。 | 執念：  「周公の夢」を利用

した宗教的なトリックで、楚人たちの士気を極限まで煽る。 || 食糧管理 | 豊富だが杜

撰。白砂のごとく浪費し、民心を失う。 | 乏しい。ゆえに「死中に活を求める」必死さが

兵に宿る。 || 意思決定 | 衆議の罠：  裴仁基や魏徴の「持久戦案」を却下。 「諠然」

として騒ぐ多衆の意見に惑わされ 、決戦を選んでしまう。 | 奇策の断行：  伏兵と火攻

め、さらに「李密を捕らえた」という偽情報を流し、敵を潰走させる。 | 

結局、李密は王世充の変幻自在な攻勢に屈し、かつての盟主としての誇りを捨てて長安へと

落ち延びることになります。（次のセクションへの橋渡し：名声を失った李密は長安へと落

ち延びますが、かつての「盟主」としてのプライドが、彼をさらなる悲劇へと誘います。） 

4. 裏切りの代償：李密の最期 

長安での李密を待っていたのは、かつての英雄にふさわしい地位ではなく、「光禄卿（宴会

の食膳係）」という屈辱的な職位でした。かつての部下たちが次々と唐に降り、称賛を浴び

る中で、彼の心は黒い不満に染まっていきます。「羃蘺（べきり）」の下に隠した刃  再

起を賭けて反乱を企てた李密は、大胆な策を弄します。自らの精鋭数十名に**「婦人の衣」

を纏わせ、「羃蘺（ベール付きの帽子）」で顔を隠させ**、妻妾を装って桃林県へと入城。

そのスカートの下には、鋭く研ぎ澄まされた刀が隠されていました。しかし、この知略も唐

の将軍・ 盛彦師 には通じませんでした。盛彦師は周囲が李密の武勇を恐れる中で**「笑っ

て」 こう断言しました。「李密は洛陽に行くと見せかけ、必ず襄城の張善相を頼る」。盛

彦師は険峻な 熊耳山**の谷に伏兵を潜ませ、李密の軍が半ば過ぎるのを待って一斉に襲

撃。かつての英雄は、冷たい谷底でその野望を断たれたのです。【総括：李密が再起に失

敗した理由】  かつて部下を疑い、功臣を殺した李密には、もはや危機に際して命を懸ける

真の人心は残っていませんでした。人心を失った英雄は、ただの「劇賊」に過ぎなかったの

です。（次のセクションへの橋渡し：軍事的な激動の裏側で、唐という国家の「形」を作る

ための重要な制度や法も、この年に産声を上げていました。） 



5. 国家の礎：武徳元年の政治と制度 

戦乱の嵐が吹き荒れる一方で、唐は「永続する秩序」を構築するための楔を次々と打ち込ん

でいきました。 

● 「戊寅暦」の制定：  唐が建国されたのが**戊寅（つちのえとら）**の年であった

ことから名づけられた新暦。時の流れを支配することは、隋の時代を終わらせる正

統性の宣言でした。 

● 李素立の法治精神：  監察御史であった彼は、皇帝の特命であっても法に基づかな

い死刑には敢然と反対。「法は天下と共にするもの」とする彼の姿勢を、李淵は高

く評価し抜擢しました。 

● 李綱による人事の諫言：  舞楽の芸人（安比奴）が高官に任命されるや、李綱は

「功臣が報われぬ中で、芸人が五品の位を得て廊廟を歩むのは後世の模範にならな

い」と厳しく批判。国家の規律を正そうと努めました。 

武徳元年の3大政治トピック 

1. 「戊寅暦」による王朝独自の時間の確立。 

2. 李素立による「法は天下の公器」という法治精神の萌芽。 

3. 安比奴への任官批判に見る、秩序と品位への模索。（次のセクションへの橋渡し：

北の果てや遠方の群雄たちもまた、唐の巨大な引力に引き寄せられるか、あるいは

激しく抵抗を続けていました。） 

6. 周辺群雄の動向：羅芸、竇建徳、高開道 

唐の引力は、中原を越えて辺境の英雄たちをも巻き込んでいきました。 

● 【北：幽州】羅芸：  竇建徳や高開道からの誘いを「劇賊に過ぎぬ」と一蹴。「唐

公こそが真の主」として帰順し、李姓（李芸）を賜る。 

● 【東：河北】竇建徳：  「夏」を建国。五羽の大鳥の飛来を瑞兆とし、「五鳳」と

改元。大禹の玉とされる玄圭を得て、その権威を神格化させる。 

● 【北東：燕】高開道：  燕王を自称。僧侶でありながら「大乗皇帝」を名乗った高

曇晟の勢力を、偽りの帰順によって吸収・抹殺し、北方の雄となる。 

● 【西：涼州】李軌：  当初は唐と通じていたが、この年、自ら皇帝を称して「安

楽」と改元。しかし、飢饉と内紛がその足元を蝕み始める。 

7. 結論：武徳元年が歴史に残したもの 

武徳元年という一年は、単なる混沌の年ではありません。それは、強力なライバルであった

薛氏や李密が舞台から去り、その空いた席を埋めるように 魏徴 や 李世勣 といった超一流

の人材が唐へと流入した「人材の再編」の年でもありました。李世民の卓越した軍略が西を

鎮め、厳格な法治精神が内政を整え始めたこの時、唐はもはや数ある群雄の一つではなく、

混沌を終わらせる「唯一の希望」へと変貌を遂げたのです。 武徳元年、唐は武力を以て敵

を震撼させ、法と徳を以て天下の背骨を据え、不滅の王朝へと続く黄金の轍を刻みつけた

のです。 

 


